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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材シートの一方の面に形成され、染料を含有する熱転写染料層と、
　前記基材シートの他方の面に形成され、バインダ、潤滑剤及びフィラーを含有する耐熱
滑性層と、
を有し、
　前記耐熱滑性層は、前記バインダとして、ポリビニルアセトアセタール樹脂に、該ポリ
ビニルアセトアセタール樹脂１００質量部に対して１０質量部以下の割合で、ポリシロキ
サン基含有ビニルモノマーとアクリル酸エステルモノマーとの共重合反応、又はアクリル
樹脂と反応性シリコーンとの反応により合成され、常温で粉末状固体の質量平均分子量１
００，０００以上であるアクリルシリコーン樹脂を混合したバインダを含有し、
　前記耐熱滑性層はさらに、前記ポリビニルアセトアセタール樹脂１００質量部に対して
１０質量部以上３０質量部以下のイソシアネートを含有し、かつ、前記潤滑剤として融点
が５０℃以上のリン酸エステルを含む、熱転写シート。
【請求項２】
　前記耐熱滑性層のフィラーが、ポリメチルシルセスキオキサンからなる球状粒子、また
は、ポリメチルシルセスキオキサンからなる球状粒子と平板状粒子であるタルクとの混合
物からなる、請求項１に記載の熱転写シート。
 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、熱転写シートに関し、特に、熱転写シートに関し、特に、熱転写シートに設
けられた耐熱滑性層の構成成分に関する。
【背景技術】
【０００２】
　昇華染料を用いた熱転写方式は、極めて短時間の加熱によって多数の色ドットを被転写
材に転写させ、多色の色ドットによりフルカラー画像を再現するものである。この熱転写
方式では、熱転写シートとして、ポリエステルフィルム等の基材シートの一方の面に、昇
華性染料とバインダとからなる染料層を設けた、いわゆる昇華型熱転写シートが用いられ
る。
【０００３】
　また、熱転写方式では、画像情報に応じて、サーマルヘッド等の加熱手段により熱転写
シートを背後から加熱し、染料層に含まれる染料を被転写材（印画紙）に転写させて画像
を形成する。このとき、熱転写シートのサーマルヘッドと接触する側の面とサーマルヘッ
ドとの摩擦が、低濃度印画から高濃度印画まで安定して低いことが要求される。そのため
、一般に、熱転写シートには、サーマルヘッドと融着することを防止し、スムーズな走行
性（滑り性）を付与する目的で、染料層が形成される面とは反対側の面に耐熱滑性層が設
けられている。
【０００４】
　耐熱滑性層は、基材シートに耐熱性を付与するために、熱架橋性樹脂からなる層を形成
する方法がよく用いられており、この方法により熱転写シートへ耐摩耗性と耐熱性が付与
される。この方法を用いることにより、良好な耐熱性を有する耐熱滑性層を得ることがで
きるが、熱架橋性樹脂のバインダのみで滑り性を付与することは難しい。また、５０℃で
１週間程度のエージング（熱硬化）処理を行い、熱架橋する必要があるために工程が複雑
になり、結果として多大な製造時間を要してしまう。
【０００５】
　このような問題を解決する方法として、ポリアミドイミドとポリアミドイミドシリコー
ンとの混合物をバインダとして用いる方法が提案されている（例えば、特許文献１を参照
）。上記のバインダを用いた場合、ポリアミドイミド及びポリアミドイミドシリコーンは
Ｔｇが２００℃以上であるために、熱転写シートに対して耐熱性を付与できる。さらに、
上記のバインダを用いた場合、ポリアミドイミドシリコーンのシリコーンユニットの作用
により滑り性を付与することができ、熱硬化することなく良好な耐熱滑性層を得ることが
できる。
【０００６】
　また、上記問題を解決する他の方法としては、耐熱滑性層のバインダとしてセルロース
アセテートブチレート樹脂を用いる方法が提案されている（例えば、特許文献２を参照）
。この特許文献２には、実施例において、アクリルシリコーン樹脂を添加する方法が例記
されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－３３４７６０号公報
【特許文献２】特開２００８－１０５３７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記特許文献１のように、ポリアミドイミド及びポリアミドイミドシリ
コーンをバインダとして使用する場合には、ポリイミド原料を使用するために高コストと
なる。さらには、ポリアミドイミド及びポリアミドイミドシリコーンは基材シートへの接
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着性に乏しいため、粉落ちする可能性があり、塗膜安定性が不十分である。また、ポリア
ミドイミド及びポリアミドイミドシリコーンをバインダとして使用する場合には、乾燥時
に塗膜が白化しやすいため乾燥条件に留意する必要がある。
【０００９】
　また、ポリアミドイミドをコーティングする際には、ポリアミドイミドを溶解させる有
機溶媒が限定されてしまう。その結果、耐熱滑性層の成分として使用する添加剤も限定さ
れてしまうことがある。
【００１０】
　さらに、耐熱滑性層へ滑り性やサーマルヘッド研磨性（汚れ防止性）を付与する場合に
、耐熱滑性層中に潤滑剤やフィラーを添加することがある。これらの添加剤を分散保持す
る場合には、吸着基および活性点のないポリアミドイミド単独では不利であり、分散性が
不十分で、添加剤が凝集しやすい傾向がある。
【００１１】
　また、上記特許文献２の実施例で用いられているアクリルシリコーン樹脂は、重量平均
分子量が低いために耐熱性が不十分である。また、このアクリルシリコーン樹脂は、合成
時由来の未反応物を含むため、染料層と接触した際の保存安定性に欠ける点がある。さら
には、上記アクリルシリコーン樹脂は、分子中にＯＨ基またはＣＯＯＨ基を多く含むため
に、保存時に吸湿する可能性があり、保存安定性に欠ける。
【００１２】
　そこで、本発明は、上記のような実情に鑑みてなされたものであり、耐熱滑性層のエー
ジング処理を必要とせず、加熱手段による加熱温度範囲において安定して優れた走行性を
有し、かつ、染料の保存安定性及び加熱手段の汚れ防止性に優れた熱転写シートを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、基材シートの一方の面に形成
され、染料を含有する熱転写染料層と、前記基材シートの他方の面に形成され、バインダ
、潤滑剤及びフィラーを含有する耐熱滑性層と、を有し、前記耐熱滑性層は、前記バイン
ダとして、ポリビニルアセトアセタール樹脂に、該ポリビニルアセトアセタール樹脂１０
０質量部に対して１０質量部以下の割合で、常温で粉末状固体の質量平均分子量１００，
０００以上であるアクリルシリコーン樹脂を混合したバインダを含有し、前記耐熱滑性層
はさらに、前記ポリビニルアセトアセタール樹脂１００質量部に対して１０質量部以上３
０質量部以下のイソシアネートを含有し、かつ、前記潤滑剤として融点が５０℃以上のリ
ン酸エステルを含む、熱転写シートが提供される。
【００１４】
　前記熱転写シートにおいて、前記耐熱滑性層のフィラーが、ポリメチルシルセスキオキ
サンからなる球状粒子、または、ポリメチルシルセスキオキサンからなる球状粒子と平板
状粒子であるタルクとの混合物からなっていてもよい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、耐熱滑性層中に、ポリビニルアセタール樹脂と常温で粉末状のアクリ
ルシリコーン樹脂とを混合したバインダを添加し、架橋剤としてイソシアネートを添加し
、かつ、イソシアネートの添加量を、バインダ樹脂の架橋反応を塗布乾燥工程で完結でき
る程度の量とすることによって、耐熱滑性層のエージング処理を必要とせず、加熱手段に
よる加熱温度範囲において安定して優れた走行性を有し、かつ、染料の保存安定性及び加
熱手段の汚れ防止性に優れた熱転写シートを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の好適な実施形態に係る熱転写シートの構成例を概略的に示す断面図であ
る。
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【図２】同実施形態に係る熱転写シートの構成例を概略的に示す平面図である。
【図３】各染料層の間に検知マーク層を設けた熱転写シートの構成例を概略的に示す平面
図である。
【図４】転写保護層を設けた熱転写シートの構成例を概略的に示す平面図である。
【図５】転写受容層を設けた熱転写シートの構成例を概略的に示す平面図である。
【図６】実施例で用いた摩擦測定機の構成を概略的に示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１８】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１９】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　１．熱転写シートの構成
　１－１．基材シート１１０
　１－２．染料層１２０
　１－３．検知マーク層１４０、転写保護層１５０、転写受容層１６０等
　１－４．耐熱滑性層１３０
　２．熱転写シートの製造方法
【００２０】
＜１．熱転写シートの構成＞
　まず、図１～図５を参照しながら、本発明の好適な実施形態に係る熱転写シートの構成
について説明する。図１は、本発明の好適な実施形態に係る熱転写シートの構成例を概略
的に示す断面図である。図２は、本実施形態に係る熱転写シートの構成例を概略的に示す
平面図である。図３は、本実施形態において、各染料層の間に検知マーク層を設けた熱転
写シートの構成例を概略的に示す平面図である。図４は、本実施形態において、転写保護
層を設けた熱転写シートの構成例を概略的に示す平面図である。図５は、本実施形態にお
いて、転写受容層を設けた熱転写シートの構成例を概略的に示す平面図である。
【００２１】
　図１に示すように、本実施形態に係る熱転写シート１００は、帯状の基材である基材シ
ート１１０と、基材シート１１０の一方の面に形成される熱転写染料層１２０（以下、単
に「染料層１２０」と称する場合もある。）と、基材シート１１０の他方の面に形成され
る耐熱滑性層１３０とを有する。
【００２２】
［１－１．基材シート１１０］
　基材シート１１０には、ある程度の耐熱性と強度を有する任意の各種基材を用いること
ができる。具体的には、基材シート１１０としては、例えば、ポリエステルフィルム、ポ
リスチレンフィルム、ポリプロピレンフィルム、ポリスルホンフィルム、ポリカーボネー
トフィルム、ポリイミドフィルム、アラミドフィルム等を使用することができる。この基
材シート１１０の厚みは、任意の厚みとしてよいが、例えば１～３０μｍ、好ましくは２
～１０μｍである。
【００２３】
［１－２．熱転写染料層１２０］
　熱転写染料層１２０は、上記基材シート１１０の印画紙と対向する側の面に形成される
。この熱転写染料層１２０は、単色画像に対応させる場合には、基材シート１１０の全面
に連続層として形成される。また、フルカラー画像に対応させる場合には、図２に示すよ
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うに、基材シート１１０上に、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）の各色の
染料層１２０Ｙ、１２０Ｍ、１２０Ｃが分離して順次繰り返して形成されるのが一般的で
ある。なお、イエロー、マゼンタ、シアンの各色の染料層１２０Ｙ、１２０Ｍ、１２０Ｃ
の形成順序は、必ずしも図２に示した通りでなくてもよい。また、フルカラー画像に対応
させる場合、イエロー（Ｙ）、マゼンタ（Ｍ）、シアン（Ｃ）、ブラック（Ｂ）の４色の
染料層１２０を繰り返し形成してもよい。
【００２４】
　熱転写染料層１２０は、少なくとも、各色の染料と、当該染料を担持するバインダとか
ら形成される。
【００２５】
（染料）
　熱転写染料層１２０に含有される染料としては、熱により、溶融、拡散もしくは昇華移
行する染料であれば任意の材料を使用することができる。例えば、イエロー染料としては
、アゾ系、ジスアゾ系、メチン系、ピリドンアゾ系等の染料、及びこれらの染料の混合系
を使用できる。マゼンタ染料としては、アゾ系、アントラキノン系、スチリル系、複素環
系アゾ色素等の染料、及びこれら染料の混合系を使用できる。シアン染料としては、イン
ドアニリン系、アントラキノン系、ナフトキノン系、複素環系アゾ色素の染料、及びこれ
らの混合系を使用できる。熱転写染料層１２０に添加される染料は、これらの染料の色相
、印画濃度、耐光性、保存性、バインダへの溶解度等の特性を考慮して決定される。
【００２６】
（バインダ）
　熱転写染料層１２０の形成に用いるバインダとしては、任意の材料を使用することがで
きる。具体的には、熱転写染料層１２０用のバインダとしては、例えば、セルロース系、
アクリル酸系、デンプン系等の水溶性樹脂、アクリル樹脂、ポリフェニレンオキサイド、
ポリサルホン、ポリエーテルサルホン、アセチルセルロース等の有機溶剤あるいは水に可
溶性の樹脂等が挙げられる。これらのうち、記録感度及び転写体の保存安定性の点から言
えば、熱変形温度（ＪＩＳ　Ｋ７１９１）が７０～１５０℃のものがバインダとして優れ
ている。したがって、熱転写染料層１２０用のバインダとしては、ポリスチレン、ポリビ
ニルブチラール、ポリカーボネート、メタクリル樹脂、アクリロニトリル・スチレン共重
合体、ポリエステル樹脂、ウレタン樹脂、塩素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン等
が好ましい。
【００２７】
　なお、染料層１２０における染料とバインダとの質量比は、熱転写シートの染料層とし
て通常適用されている値を適用することが可能であるが、例えば、乾燥時に、バインダ１
００質量部に対して染料が３０～３００質量部となるようにすればよい。
【００２８】
［１－３．検知マーク層１４０、転写保護層１５０、転写受容層１６０等］
　また、本実施形態に係る熱転写シート１００においては、基材シート１１０の熱転写染
料層１２０が形成される側の面に、さらに、検知マーク層１４０、転写保護層１５０、転
写受容層１６０等が設けられていてもよい。
【００２９】
（検知マーク層１４０）
　検知マーク層１４０は、熱転写を行うプリンタが、染料層１２０、転写保護層１５０、
転写受容層１６０等の位置を検知するために設けられる層である。この検知マーク層１４
０は、例えば、図２に示すように、イエロー色染料層１２０Ｙ、マゼンタ色染料層１２０
Ｍ、シアン色染料層１２０Ｃを１組の染料層群とした場合に、各染料層群の間に設けられ
ていてもよい。すなわち、この場合、基材シート１１０の一方の面には、検知マーク層１
４０、イエロー色染料層１２０Ｙ、マゼンタ色染料層１２０Ｍ、シアン色染料層１２０Ｃ
の順に、これらが繰り返し形成される。また、検知マーク層１４０は、例えば、図３に示
すように、各色の染料層１２０の間に設けられていてもよい。
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【００３０】
（転写保護層１５０）
　転写保護層１５０は、印画後の印画面に転写され、印画物の耐光性、耐擦過性、耐薬品
性等が不十分な場合に、印画面を保護する層である。この転写保護層１５０は、印画面を
保護することが可能な公知の材料、例えば、アクリル樹脂、ポリスチレン樹脂、ポリエス
テル樹脂等の有機ポリマー等で形成される。また、転写保護層１５０は、各色の染料が転
写されて印画紙に印画された後に印画面を保護するため、例えば、図４に示すように、イ
エロー色染料層１２０Ｙ、マゼンタ色染料層１２０Ｍ、シアン色染料層１２０Ｃの１組の
染料層群の後（後に印画紙と接触する側）に設けられる。
【００３１】
（転写受容層１６０）
　転写受容層１６０は、被転写材が普通紙等のように染料層１２０を直接転写できない媒
体の場合に設けられ、各熱転写染料層１２０よりも先に被転写材に転写される。この転写
受容層１６０は、染料を熱転写可能な公知の材料で形成されるが、その中でも染料が染着
しやすい材料を使用することが好ましい。また、転写受容層１６０は、熱転写染料層１２
０の転写に先だって普通紙等の被転写材表面に受容層を形成するために、例えば、図５に
示すように、イエロー色染料層１２０Ｙ、マゼンタ色染料層１２０Ｍ、シアン色染料層１
２０Ｃの１組の染料層群の前（先に被転写材と接触する側）に設けられる。
【００３２】
（その他の層）
　その他、基材シート１１０の印画紙と対向する側の面には、上述した染料層１２０、検
知マーク層１４０、転写保護層１５０及び転写受容層１６０と、基材シート１１０との接
着力を強化するためのプライマー層（図示せず。）を、上記各層と基材シート１１０との
間に設けてもよい。さらには、プライマー層の形成に代えて、コロナ放電処理、火炎処理
、オゾン処理等の公知の接着処理を実施してもよい。
【００３３】
［１－４．耐熱滑性層１３０］
　耐熱滑性層１３０は、基材シート１１０の熱転写染料層１２０が形成される（印画紙と
対向する）側と反対側の面に形成される。熱転写染料層１２０の転写時には、基材シート
１１０の印画紙と対向する側と反対側の面がサーマルヘッド等の加熱手段と接触しながら
、転写シート１００が走行する。したがって、耐熱滑性層１３０は、基材シート１１０に
潤滑性を付与することにより、熱転写シート１００と加熱手段との間の摩擦を低下させ、
接触走行の走行性を向上させるために設けられる。
【００３４】
　この耐熱滑性層１３０は、バインダと、潤滑剤と、フィラーとを含有する。
【００３５】
（バインダ）
　耐熱滑性層１３０の形成に用いるバインダとしては、ポリビニルアセトアセタール樹脂
とアクリルシリコーン樹脂とを混合したバインダを用いる。樹脂同士の相溶性や耐熱滑性
層の性能面を考慮すると、ポリビニルアセトアセタール樹脂とアクリルシリコーン樹脂の
組み合わせが好ましい。例えば、相溶性の悪い樹脂同士を混合すると、均一な塗布層を得
ることが難しくなり、さらに摩擦が上昇しやすいことから、熱転写シートの走行性に悪影
響を及ぼすこととなる。
【００３６】
　ポリビニルアセトアセタール樹脂は、Ｔｇが１００℃以上であり、耐熱滑性層１３０に
優れた耐熱性を付与できることから用いられる。従って、ポリビニルアセタール樹脂であ
っても、例えば、ポリビニルブチラール樹脂等は含まれない。このように、できるだけ耐
熱滑性層１３０に耐熱性を持たせることによって、熱転写染料層１２０との接触の際に、
染料や潤滑剤の移行を防ぐことができる。また、耐熱滑性層１３０のバインダとしては、
１種類のポリビニルアセトアセタール樹脂を使用したものだけでなく、コーティング時の
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粘度調整のため、分子量の異なる２種類以上のポリビニルアセトアセタール樹脂を混合し
たバインダを用いてもよい。なお、２種類以上のポリビニルアセトアセタール樹脂を混合
して使用する際の混合比は、特に限定されるものではない。
【００３７】
　また、ポリビニルアセトアセタール樹脂と混合して用いられるアクリルシリコーン樹脂
は、例えば、ポリシロキサン基含有ビニルモノマーとアクリル酸エステルモノマーとの共
重合反応や、アクリル樹脂と反応性シリコーンとの反応等により合成することができる。
【００３８】
　耐熱滑性層１３０用のアクリルシリコーン樹脂としては、常温で固体であり、質量平均
分子量が１００，０００以上のものを用いる。ここで、常温で固体であるというのは、１
５℃～３０℃において、軟化や溶出することなく固形状のままで存在している状態を意味
する。常温で液体またはワックス状であると、耐熱滑性層１３０と染料層１２０とが接触
した際に染料が移行しやすくなり、色ずれの原因となる。また、本実施形態における耐熱
滑性層１３０の形成では、エージング処理を必要としないので、アクリルシリコーン樹脂
はあらかじめ十分にポリマー化している必要がある。そのため、耐熱滑性層１３０に用い
るアクリルシリコーン樹脂の質量平均分子量は、１００，０００以上のものを用いる。ア
クリルシリコーン樹脂の質量平均分子量が１００，０００未満であると、耐熱滑性層１３
０の充分な膜強度が得られないため、バインダとして用いることは難しく、熱架橋させる
等の必要が生じてしまう。なお、一般的に分子量が大きくなれば樹脂の溶解性は低下する
ことから、ポリマー化の度合と樹脂の溶解性とを考慮して、アクリルシリコーン樹脂の質
量平均分子量を設定することが好ましい。
【００３９】
　さらに、耐熱滑性層１３０に用いるアクリルシリコーン樹脂は、水酸基価、酸価が低い
ものが好ましい。水酸基価や酸価が高いものは、ＣＯＯＨ基またはＯＨ基が多く残存して
いることを意味している。従って、耐熱滑性層１３０に水酸基価や酸価の高いアクリルシ
リコーン樹脂を用いると、耐熱滑性層１３０は吸湿しやすくなり、摩擦変動が起きやすく
なる傾向にある。
【００４０】
　また、アクリルシリコーン樹脂は、できる限り合成由来の不純物（例えば、低分子のポ
リマーやオリゴマー等）を除去してあるほうが好ましい。不純物が存在したまま耐熱滑性
層１３０に用いると、耐熱滑性層１３０と染料層１２０とが接触した際に染料が移行しや
すくなり、かつ、熱転写シート１００を繰り返し印画走行させたときにサーマルヘッド等
の加熱手段上に焼き付きを生じるおそれがある。アクリルシリコーン樹脂から不純物を除
去するための洗浄方法としては、溶媒洗浄、再結晶、濾過等の様々な方法があり、特に限
定されるものではない。ポリシロキサン基含有ビニルモノマーとアクリル酸エステルモノ
マーとの共重合反応によりアクリルシリコーン樹脂が合成される場合には、溶媒中で重合
反応を行い、洗浄工程を経ずに溶媒で固形分濃度調整を行う場合が多い。しかし、この合
成方法であると、未反応物や副生成物が存在したままの状態になるため、不純物を取り除
く必要がある。具体的には、アクリルシリコーン樹脂中の不純物量としては、５質量％以
下であることが好ましい。
【００４１】
　耐熱滑性層１３０中のアクリルシリコーン樹脂の含有量は、ポリビニルアセトアセター
ル樹脂１００質量部に対して１０質量部以下である。アクリルシリコーン樹脂を１０質量
部以上含有させると、ポリビニルアセトアセタール樹脂との相溶性が悪くなり、摩擦が上
昇しやすい。また、アクリルシリコーン樹脂を必要量以上含有させると、耐熱性が低下し
、染料の耐熱滑性層１３０への転写（移行）量が増加してしまう。一方、アクリルシリコ
ーン樹脂を用いる最低量としては、特に限定されることはなく、少量でも添加すれば摩擦
低減に大きな効果が得られる。アクリルシリコーン樹脂を用いる最低量として、好ましく
は、ポリビニルアセトアセタール樹脂１００質量部に対して０．１質量部以上である。
【００４２】
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（イソシアネートによる架橋）
　また、本実施形態に係る耐熱滑性層１３０は、イソシアネートを用いてバインダ樹脂を
架橋することが必要である。イソシアネートを使用しなければエージング処理、すなわち
、耐熱滑性層１３０形成用の塗料を塗布後に加熱して膜を硬化させる熱硬化処理が不要と
なる。しかし、イソシアネートを用いることにより染料の耐熱滑性層１３０への転写を防
止することができ、これは他の材料にはないイソシアネートの好適な特徴であることから
、本実施形態では、イソシアネートを使用している。
【００４３】
　耐熱滑性層１３０に使用可能なイソシアネートの種類は、特に限定されるものではなく
、任意のイソシアネートを用いることができ、例えば、分子中に少なくとも２以上のイソ
シアネート基を有するポリイソシアネート化合物であれば、いずれも好適に使用できる。
このようなポリイソシアネート化合物の具体例としては、トリレンジイソシアネート、４
，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート、４，４’－キシレンジイソシアネート、ヘ
キサメチレンジイソシアネート、４，４’－メチレンビス（シクロヘキシルイソシアネー
ト）、メチルシクロヘキサン－２，４－ジイソシアネート、メチルシクロヘキサン－２，
６－ジイソシアネート、１，３－ジ（イソシアネートメチル）シクロヘキサン、イソホロ
ンジイソシアネート、トリメチル・ヘキサメチレンジイソシアネート等や、ジイソシアネ
ートとポリオールを部分的に付加反応させたアダクト体（ポリイソシアネートプレポリマ
ー）、例えばトリレンジイソシアネートとトリメチロールプロパンとを反応させたアダク
ト体等が挙げられる。これらのポリイソシアネート化合物の中でもより好ましく用いられ
るものは、反応速度の観点から、トリレンジイソシアネートとトリメチロールプロパンと
のアダクト体、４，４’－キシレンジイソシアネートとトリメチロールプロパンとのアダ
クト体である。
【００４４】
　耐熱滑性層１３０に用いるイソシアネートは、塗料を基材シートに塗布した後の乾燥工
程で架橋反応を終了する程度の量が好ましい。具体的には、イソシアネートの耐熱滑性層
中の含有量は、ポリビニルアセトアセタール樹脂１００質量部に対して１０質量部以上３
０質量部以下である。この程度のイソシアネートの量であれば、目安として、９０～１２
０℃程度の乾燥温度で１０秒～４０秒乾燥させると、耐熱滑性層１３０の膜が硬化し、架
橋反応を完結させることが可能である。この際、耐熱滑性層１３０用の塗料の塗布工程時
の湿度を高く保つことにより、さらにイソシアネートによる架橋反応が進行しやすくなる
。また、乾燥の際に使用するドライヤーの風量によっても架橋反応の進行が大きく変化す
るため、ドライヤーの風量を適宜最適化することが好ましい。
【００４５】
（潤滑剤）
　耐熱滑性層１３０の形成に用いる潤滑剤としては、例えば、ポリグリセリン脂肪酸エス
テル、リン酸エステル、脂肪酸エステル、脂肪酸アマイド等を挙げることができる。これ
らの潤滑剤の中でも、リン酸エステル等が好ましく用いられ、特に、酸性リン酸エステル
が好ましく用いられる。これは、酸性リン酸エステルを用いることにより、後述するイソ
シアネートによる架橋反応が促進されるからである。また、潤滑剤としては、融点が５０
℃以上のもの、特に、融点が５０℃以上のリン酸エステルを含む潤滑剤を用いる。潤滑剤
の融点が低いと、耐熱滑性層１３０の膜硬さが不十分となり、染料層１２０と接触した際
に、染料や潤滑剤が移行し、色ずれの原因になるほか、染料層１２０とのブロッキングを
招く要因となるおそれがある。潤滑剤の好ましい添加量としては、特に限定されるもので
はなく、バインダの摩擦に応じて適宜調整することが可能である。
【００４６】
（フィラー）
　耐熱滑性層１３０に使用できるフィラーとしては、球状粒子のフィラーを用いることが
できる。このような球状粒子のフィラーとしては、例えば、シリカ、酸化チタン、酸化亜
鉛、カーボン等の無機充填剤や、シリコーン樹脂、テフロン（登録商標）樹脂、ベンゾグ
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アナミン樹脂等からなる有機充填剤が使用可能である。これらの球状粒子のフィラーの中
で最も好ましいのは、ポリメチルシルセスキオキサンからなるシリコーン樹脂である。シ
リコーン樹脂等の球状粒子の平均粒径としては、０．５μｍ以上５．０μｍ以下が好まし
い。球状粒子の粒径が小さすぎると、耐熱滑性層１３０の表面から突出させることが難し
く、滑り性を付与することが難しくなる。一方、球状粒子の粒径が大きすぎると、印画時
にサーマルヘッド等の加熱手段の熱を伝達することが難しくなる。また、上記範囲の粒径
の球状粒子を用いて耐熱滑性層１３０の表面に凹凸を形成させると、熱転写シート１００
を巻回して保存した際に、熱転写染料層１２０と耐熱滑性層１３０との接触面が少なくな
り、染料の移行を防止するとともに滑りを良くすることができる。なお、ここでの平均粒
径とは、粒度分布計で測定した際の１次粒子の数平均粒径を指す。
【００４７】
　また、耐熱滑性層１３０には、上記球状粒子のフィラーとともに平板状粒子のフィラー
を併用してもよい。このような平板状粒子のフィラーとしては、例えば、タルク、クレー
、雲母等の無機充填剤や、ポリエチレン樹脂等からなる有機充填剤が使用可能である。こ
れらの平板上粒子のフィラーの中で最も好ましいのは、硬度の観点からタルクである。タ
ルク等の平板上粒子の平均粒径が小さすぎるとフィラーの比表面積が増大し、サーマルヘ
ッド等の加熱手段と接触した際に摩擦抵抗が大きくなるため、平板状粒子の粒径は、球状
粒子よりも大きい方が好ましい。一方、平板状粒子の平均粒径が大きすぎると、塗料中に
タルク等の平板状粒子を分散することが難しくなり、粒子が沈降してくることがある。ま
た、平板状粒子の平均粒径が大きくなりすぎると、フィラーの比表面積が減少し、充分な
クリーニング効果を得ることができない。従って、平板状粒子としては、平均粒径が１．
０μｍ以上１０．０μｍ以下のものが好ましく用いられる。なお、ここでの平均粒径とは
、レーザー回折法で測定した際の１次粒子の数平均粒径（Ｄ５０）を指す。
【００４８】
　また、耐熱滑性層１３０へのフィラーの添加量が多すぎると、塗料中にフィラーが沈降
しやすくなり、耐熱滑性層１３０用塗料が塗工困難になったり、摩擦が上昇したりしてし
まうため、適宜、フィラーの添加量を調整することが好ましい。具体的には、耐熱滑性層
１３０中のフィラーの添加量は、５.０質量％以下であることが好ましい。
【００４９】
　以上説明したように、本発明の好適な実施形態に係る熱転写シートによれば、耐熱滑性
層１３０の造膜時にエージング等の処理をする必要がない。また、耐熱滑性層１３０は、
耐熱性及び造膜性に優れ、サーマルヘッド等の加熱手段による加熱温度範囲において、安
定して低摩擦係数を実現することができ、しかも加熱手段を汚染することなく、熱転写染
料層１２０に悪影響を及ぼすことなく保存安定性に優れている。
【００５０】
＜２．熱転写シートの製造方法＞
　以上、本発明の好適な実施形態に係る熱転写シートの構成について詳細に説明したが、
続いて、本発明の好適な実施形態に係る熱転写シートの製造方法について説明する。
【００５１】
［２－１．耐熱滑性層１３０の形成］
　まず、上述したバインダ、潤滑剤、フィラー及びイソシアネート等の添加剤を所定の溶
剤に溶解又は分散させることで、耐熱滑性層１３０形成用の塗料を調製する。この際、バ
インダとしては、ポリビニルアセトアセタール樹脂に、常温で粉末状固体の質量平均分子
量１００，０００以上であるアクリルシリコーン樹脂を混合したバインダを使用する。ま
た、アクリルシリコーン樹脂の添加量は、耐熱滑性層１３０の形成（硬化）後において、
耐熱滑性層１３０中に、ポリビニルアセトアセタール樹脂１００質量部に対して１０質量
部以下の割合で含まれるような量とする。また、イソシアネートの添加量は、耐熱滑性層
１３０の形成（硬化）後において、耐熱滑性層１３０中に、ポリビニルアセトアセタール
樹脂１００質量部に対して１０質量部以上３０質量部以下の割合で含まれるような量とす
る。なお、溶剤の種類や、添加剤と溶剤との質量比は、添加剤が溶剤に十分に溶解又は分
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散するように適宜決定すればよい。
【００５２】
　次いで、この塗料を、例えば、グラビア印刷法、スクリーン印刷法、グラビア版を用い
たリバースロールコーティング法等の方法を用いて、上述した基材シート１１０の一方の
面に塗布した後に、乾燥させる。このときの乾燥条件としては、特に限定されず、バイン
ダ、潤滑剤及びフィラー等の溶解に用いた溶剤が揮発するように適宜設定すればよい。こ
のようにして、耐熱滑性層１３０が形成される。なお、本実施形態に係る耐熱滑性層１３
０の形成の際には、いわゆるエージング処理は必要でない。また、耐熱滑性層１３０は、
乾燥時の厚みが０．１μｍ～５μｍとなるように形成することが好ましい。耐熱滑性層１
３０の厚みが厚過ぎると、耐熱滑性層１３０の表面から突出させることが難しくなり、滑
り性を付与することが難しくなったり、粉打ち等が発生するおそれがある。
【００５３】
［２－２．熱転写染料層１２０の形成］
　次に、染料、バインダ、及び必要に応じて加えるその他の添加剤を所定の溶剤に添加し
、各成分を溶解または分散させることで、熱転写染料層１２０形成用の塗料を調製する。
なお、溶剤の種類や、染料、バインダ及び添加剤と溶剤との質量比は、添加剤が溶剤に十
分に溶解又は分散するように適宜決定すればよい。
【００５４】
　次いで、この塗料を、上記のようにして耐熱滑性層１３０が形成された基材シート１１
０の耐熱滑性層１３０とは反対側の面に塗布した後に、乾燥させる。このときの塗布方法
としては、例えば、グラビア印刷法、スクリーン印刷法、グラビア版を用いたリバースロ
ールコーティング法等の公知の方法を利用することができる。また、乾燥条件としては、
特に限定されず、染料、バインダ等の溶解に用いた溶剤が揮発するように適宜設定すれば
よい。このようにして、熱転写染料層１２０が形成される。なお、熱転写染料層１２０は
、乾燥時の厚みが、好ましくは０．１μｍ～５．０μｍ、特に好ましくは０．１μｍ～３
．０μｍとなるように形成する。また、熱転写染料層１２０としては、例えば、イエロー
、マゼンタ、シアン、ブラック等の複数の色相からなる染料層を順次形成してもよいし、
単一の色相からなる染料層を基材シート１１０の全面に形成してもよい。
【００５５】
　ここで、上述した説明では、耐熱滑性層１３０を形成した後に、熱転写染料層１２０を
形成する場合について説明したが、耐熱滑性層１３０と熱転写染料層１２０の形成順序は
特に限定されるものではない。すなわち、上記とは逆に、熱転写染料層１２０を先に形成
した後に、耐熱滑性層１３０を形成してもよい。なお、本実施形態に係る熱転写シート１
００の製造方法においては、エージング処理が不要になることに伴い、１パスの製造ライ
ンで製造可能となる。
【実施例】
【００５６】
　以下、本発明を適用した実施例を用いて本発明をさらに具体的に説明する。
【００５７】
［耐熱滑性層用の材料］
　以下の実施例及び比較例では、バインダとして以下の化合物１～６を用い、潤滑剤とし
て以下の化合物７～９を用い、イソシアネート（熱架橋剤）として化合物１０を用い、フ
ィラーとして以下の化合物１１，１２を用いた。なお、化合物９は、アルキル鎖の炭素数
Ｃ１８のモノエステルとジエステルが、モノエステル：ジエステル＝１．７：１（質量比
）で含まれるＳＣ有機化学工業社製の「Ｐｈｏｓｌｅｘ　Ａ－１８」から、モノエステル
を分離抽出したものである。
【００５８】
＜バインダ（ポリビニルアセタール樹脂）＞
　化合物１　ポリビニルアセトアセタール樹脂
（積水化学工業社製　商品名：ＫＳ－３Ｚ　　Ｔｇ１１０℃）
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　化合物２　ポリビニルアセトアセタール樹脂
（積水化学工業社製　商品名：ＫＳ－１　　　Ｔｇ１０７℃）
　化合物３
（積水化学工業社製　商品名：ＢＸ－１　　　Ｔｇ９０℃）
【００５９】
＜バインダ（アクリルシリコーン樹脂）＞
　化合物４
（日信化学工業社製　商品名：Ｒ－１７０　　固体状
　Ｍｗ２５０，０００～３００，０００、揮発分（不純物）５質量％以下、
　酸価０．０６ｍｇＫＯＨ/ｇ、水酸基価０.１ｍｇＫＯＨ/ｇ）
　化合物５
（東亜合成社製　商品名：サイマックＵＳ－２７０　３０質量％ＭＥＫ－ＴＯＬ溶液
　Ｍｗ１００，０００未満、酸価２６ｍｇＫＯＨ/ｇ、水酸基価０ｍｇＫＯＨ/ｇ）
　化合物６
（東亜合成社製　商品名：サイマックＵＳ－３８０　３０質量％ＭＥＫ－ＴＯＬ溶液
　Ｍｗ１００，０００未満、酸価０ｍｇＫＯＨ/ｇ、水酸基価６５ｍｇＫＯＨ/ｇ）
【００６０】
＜潤滑剤（リン酸エステル）＞
　化合物７
（東邦化学工業社製　商品名：ＧＦ-１９９　　融点４４℃）
　化合物８
（東邦化学工業社製　商品名：ＲＬ-２１０　　融点５５℃）
　化合物９　リン酸モノオクタデシル
（純度９４．２％、融点８２℃）
【００６１】
＜熱架橋剤（イソシアネート）＞
　化合物１０
（日本ポリウレタン社製　商品名：コロネートＬ　４５質量％酢酸エチル溶液）
【００６２】
＜フィラー＞
　化合物１１　ポリメチルシルセスキオキサンの球状粒子
（東芝シリコーン社製　商品名：ＸＣ－９９　　平均粒径０．７μｍ）
　化合物１２　タルク
（日本タルク社製　商品名：ＳＧ－９５　　平均粒径２．５μｍ）
【００６３】
［熱転写シートの製造］
（耐熱滑性層の形成）
　上記化合物を用いて、以下の手法により熱転写シートを作成した。まず、厚さ６μｍの
ポリエステルフィルム（東レ社製、商品名ルミラー）を基材シートとして使用した。耐熱
滑性層用のバインダ、潤滑剤及びフィラーとしては、表１に示した種類の化合物を、形成
後の耐熱滑性層中に含まれる量が表１に示した量となるような添加量で用いた。上記のバ
インダ、潤滑剤及びフィラーをメチルエチルケトンとトルエンとの混合比が１：２（メチ
ルエチルケトン：トルエン＝１：２）の混合溶媒１９００質量部に溶解させ、耐熱滑性層
用の塗料を調製した。次いで、この塗料を上記の基材シートの一方の面に乾燥後の厚さが
０．５μｍとなるように塗布した後に乾燥させて、下記の表１に記載の実施例１～実施例
８及び比較例１～比較例８の耐熱滑性層を得た。
【００６４】
　なお、表１には、バインダと潤滑剤とフィラーの種類及び耐熱滑性層中の含有量のほか
、形成後の耐熱滑性層中のイソシアネートの含有量も示した。また、表１中のバインダと
潤滑剤とフィラーの含有量、及び耐熱滑性層中のイソシアネートの含有量は、形成後の耐
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熱滑性層中に含まれる量の質量割合を示している。
【００６５】
【表１】

【００６６】
（熱転写染料層の形成）
　次に、上記のようにして実施例１～８及び比較例１～８の耐熱滑性層を形成してすぐに
、耐熱滑性層が形成された各基材シートの反対側の面に、下記の組成からなる３色の熱転
写染料層を乾燥後の厚さ１μｍとなるように塗布した後に乾燥させて熱転写染料層を得た
。以上のようにして、基材シートの一方の面に熱転写染料層を有し、他方の面に耐熱滑性
層を有する実施例１～８及び比較例１～８の熱転写シートを製造した。なお、耐熱滑性層
及び熱転写染料層の形成の際、乾燥温度は１０５℃とし、乾燥時間は耐熱滑性層塗布時の
乾燥時間も含めて合計で３０秒とした。
【００６７】
＜イエロー色染料層＞
　フォロンイエロー（サンドス社製）　　　　　　　　　　　　　　　　　５．０質量部
　ポリビニルブチラール樹脂（積水化学社製、商品名ＢＸ－１）　　　　　５．０質量部
　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０質量部
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　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０質量部
【００６８】
＜マゼンタ色染料層＞
　フォロンレッド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５質量部
　アントラキノン系染料（住友化学社製、商品名ＥＳＣ４５１）　　　　　２．５質量部
　ポリビニルブチラール樹脂（積水化学社製、商品名ＢＸ－１）　　　　　５．０質量部
　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０質量部
　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０質量部
【００６９】
＜シアン色染料層＞
　フォロンブルー（サンドス社製）　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５質量部
　インドアニリン染料（構造は、下記構造式１を参照）　　　　　　　　　２．５質量部
　ポリビニラール樹脂（積水化学社製、商品名ＢＸ－１）　　　　　　　　５．０質量部
　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０質量部
　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０質量部
【００７０】
【化１】

【００７１】
［熱転写シートの評価］
　上記のようにして作成した実施例１～８及び比較例１～８の熱転写シートについて、摩
擦係数、走行性、スティッキング、染料保存性、及びサーマルヘッド汚染性を評価した。
【００７２】
（摩擦係数の評価）
　摩擦係数は、図６に示す摩擦測定機１０を用いて測定した。この摩擦測定機１０は、熱
転写シート１００及び印画紙Ｒをサーマルヘッド１１及びプラテンロール１２で挟み込み
、テンションゲージ１３で熱転写シート１００及び印画紙Ｒを引き上げ、テンションを測
定するものである。測定条件は下記の通りである。
【００７３】
＜測定条件＞
　熱転写シートの送りスピード：４５０ｍｍ／分
　信号設定
　印字パターン：２（Ｓｔａｉｒ　Ｓｔｅｐ）
　原稿：３（４８／６７２ライン、１４ステップ）
　ストローブ分割：１
　ストローブパルス幅：２０．０ｍ秒
　印字スピード：２２．０ｍ秒／１ライン
　クロック：３（４ＭＨｚ）
　ヘッド電圧：１８．０Ｖ
【００７４】
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　また、走行性及びサーマルヘッド汚染性は、以下に示す方法を用いて評価した。すなわ
ち、上記で得られた熱転写シートをソニー株式会社製フルカラープリンタ（商品名ＵＰ－
ＤＲ１５０）に装着し、印画紙（ソニー株式会社製、商品名ＵＰＣ―Ｒ１５４Ｈ）に階調
印画（１６階調）し、走行性（印画ムラ、しわ発生、印画ずれ、走行音等の有無）及びサ
ーマルヘッド汚染性を調べた。
【００７５】
　走行性については、印画ムラ、しわ発生等が無く良好なものを○、印画ムラ、しわ発生
等があったものを×とした。
【００７６】
　サーマルヘッド汚染性については、階調印画を１００００回繰り返した後、光学顕微鏡
にてサーマルヘッドの表面を観察し、良好なものを○、付着物が観察されて汚れていたも
のを×とした。
【００７７】
（染料保存性の評価）
　さらに、染料保存性については、上記で得られた熱転写シートを各２枚用意し、これら
の２枚の熱転写シート（２０ｃｍ×２０ｃｍ）の熱転写染料層と耐熱滑性層とを重ね合わ
せ、２枚のガラス板に挟み、上から５ｋｇの重りで荷重をかけ、５０℃のオーブンに入れ
て１週間保存した。保存前と保存後の熱転写シートについて、ソニー株式会社製フルカラ
ープリンタ（商品名ＵＰ－ＤＲ１５０）に装着して印画紙（ソニー株式会社製、商品名Ｕ
ＰＣ―Ｒ１５４Ｈ）に階調印画（１６階調）し、各階調の色差をマクベス分光色測計（商
品名ＳｐｅｃｔｒｏＥｙｅ）によるＬ＊ａ＊ｂ＊表色系における色度で測定した。次に、
測定された色度から色相ΔＥａｂを算出し、染料保存性を色ずれとして評価した。具体的
には、色ずれについては、ΔＥａｂ≦４．５であったものを○、ΔＥａｂ＞４．５であっ
たものを×とした。また、得られた熱転写シートを５０℃のオーブンに入れて１週間保存
した後の耐熱滑性層の摩擦係数を測定し、高温保存した後の摩擦係数を確認した。
【００７８】
　以上の評価の結果を下記表２に示す。なお、表２における摩擦係数は、その最小値（ｍ
ｉｎ）と最大値（ｍａｘ）を示している。また、表２中の「初期摩擦係数」とは、得られ
た熱転写シートを保存することなく測定した際の摩擦係数であり、「保存後摩擦係数」と
は、高温保存した後に測定した際の摩擦係数である。
【００７９】
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【表２】

【００８０】
　表２に示す結果から、実施例１～実施例８では、いずれも走行性が良好で、低摩擦で、
鮮明な画像が得られた。また、５０℃で１週間保存した後の走行性に関しても、保存前の
摩擦係数と比較して変化が少なく、実施例１～実施例８においては、問題ないものであっ
た。さらに、実施例１～実施例８では、染料保存性について色ずれが少なく、問題ないレ
ベルであった。サーマルヘッド汚染性に関しても、実施例１～実施例８では、サーマルヘ
ッドを観察したところ、サーマルヘッドの表面の汚染は発生せず、また、サーマルヘッド
の表面が削られている痕跡もなく、繰り返し印画に影響を与えず良好な画像が得られた。
【００８１】
　一方、比較例１においては、摩擦係数、サーマルヘッド汚染性の評価は良好であったが
、色相の変化が大きく、色ずれが生じていることが確認された。また、比較例２も同様に
、摩擦係数、サーマルヘッド汚染性の評価は良好であったが、色ずれが生じていた。耐熱
滑性層を目視で確認したところ、染料の転写が観察されたため、この染料の転写が色ずれ
の原因であることを確認した。
【００８２】
　比較例３においても、色ずれが生じており、また、耐熱滑性層の表面にブロッキング痕
が確認された。このことから、耐熱滑性層についてフーリエ変換赤外分光光度計によるイ
ソシアネートの測定を行ったところ、イソシアネートが残存していることが確認され、耐
熱滑性層が十分に硬化していないことが確認できた。
【００８３】
　比較例４においては、摩擦は低かったものの、色相の変化が大きく、色ずれが生じてい
た。
【００８４】
　比較例５においては、初期摩擦係数及び走行性には問題なかったものの、染料保存性の
評価のために高温で保存した後の保存後摩擦係数が若干上昇していた。なお、このときの
熱転写シートの走行性自体には問題はなかった。
【００８５】
　比較例６においては、摩擦係数の最小値と最大値との差が大きく、走行時に若干の異音
が確認され、また、色相の変化が大きく、色ずれが生じていた。
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【００８６】
　比較例７、８においては、摩擦係数及び走行性には問題なかったが、染料保存性の評価
による色ずれが若干大きいことが確認できた。その他の特性については問題なかった。
【００８７】
　以上の結果より、熱転写シートにおいて、耐熱滑性層が、以下の（Ａ）及び（Ｂ）の構
成を有することにより、製造時のエージング工程を省略することができ、かつサーマルヘ
ッド等の加熱手段との摩擦係数を低減できることが分かった。また、耐熱滑性層が、以下
の（Ａ）及び（Ｂ）の構成を有することにより、摩擦の保存環境からの影響が少なく、走
行性が良好であり、染料保存性も良く、良好な画像が得られることが分かった。
（Ａ）バインダとして、ポリビニルアセトアセタール樹脂に、該ポリビニルアセトアセタ
ール樹脂１００質量部に対して１０質量部以下の割合で、常温で粉末状固体の質量平均分
子量１００，０００以上であるアクリルシリコーン樹脂を混合したバインダを含有する。
（Ｂ）ポリビニルアセトアセタール樹脂１００質量部に対して１０質量部以上３０質量部
以下のイソシアネートを含有する。
【００８８】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【符号の説明】
【００８９】
　１００　　熱転写シート
　１１０　　基材シート
　１２０　　熱転写染料層
　１３０　　耐熱滑性層
　１４０　　検知マーク層
　１５０　　転写保護層
　１６０　　転写受容層
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